




 

犬は,「ひと」との生活の歴史が長く,信頼関係が成立すると,出産直後より,身近かにその

行動が観察出来る哺乳動物である。 

 「ひと」では出来ない,母子関係の実験・観察を犬でおこない,その考察を試みた。 

 ①隔離飼育による同胞間のその後の発達経過は,自我の未発達による思春期の問題に直

面するわれわれに何等かの示唆をあたえるものと考え,隔離飼育の実験をおこなった。 

 ②母親の子ばなれは,「ひと」にとって,時には,接触よりも難しい問題であり,障害児,

一人っ子・父親不在の母子の母子では深刻な問題でもある。 

 一般に・子ばなれは動物に見習うべきといわれるが,犬の子ばなれは,一定した時期にお

こるのか,あるいは,子どもの状態によって,母親の子離れの時期に差があるのか,母親から

の子どもへの働きかけなどについて,犬の観察を試みた。 

 対象犬は,ダルメシアン種母子と,雑種母子で,動物舎で,17～25 頭の犬が生活し々通常,

実験動物は,個別ケージを使用するが,群としての行動を観察するために,開放ケージに改

造し,動物舎に隣接した土地に運動場をつくった。 

 群として生活するようになると,犬の中に順位が出来,餌をたべる時,外敵に対する時は,

ボスに従って行動するようになった。その後,群の中で,何組かの母子関係が観察された。 


